
E
一

亘一目
一
若
者
の
半
数
が
仕
事
に
就
け
一

定

7
な
い
ギ
リ
シ
ャ
や
ス
ペ
イ
ン
と
-

M
一
同
じ
欧
州
に
、
失
業
者
を
ほ
と
一

仁
一
ん
ど
見
か
け
な
い
町
が
あ
る
。
一

ι

ド
ナ
ウ
川
支
流
が
緑
濃
い
丘
一

日
一
陵
を
刻
む
ド
イ
ツ
南
部
ア
イ
ヒ
一

曜
一
シ
ュ
テ
ッ
ト
。
失
業
率
は
1
・
一

J
f
5
%
で
、
ド
イ
ツ
の
平
均
(
約
一

一
5
%
)
も
大
き
く
下
回
る
。
一
イ
ツ
経
済
を
支
え
る
典
型
的
な

抱
一
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
一
中
堅
製
造
業
だ
。

2
一
る
マ
ル
テ
ィ
ン
・
レ
ッ
チ
ャ
!
一
製
造
業
が
重
工
業
か
ら
技
術

明
一
さ
ん
(
訂
)
は
昨
年
9
月
、
社
長
一
集
約
型
に
な
っ
た
幻
世
紀
、
石

げ
一
室
に
呼
び
だ
さ
れ
た
。
「
ず
っ
と
一
炭
産
地
の
あ
る
西
部
や
港
湾
に

お
一
こ
こ
で
働
く
気
は
な
い
か
ね
」
二
近
い
北
部
よ
り
、
生
活
環
境
が

覗
一
2
0
0
4
年
、
9
年
間
勤
め
た
一
良
い
南
部
の
方
が
高
度
な
人
材

年
一
会
社
が
業
績
不
振
に
陥
り
解
雇
一
を
確
保
し
や
す
く
な
り
、
多
く

割
一
さ
れ
た
。

ω年
か
ら
派
遣
社
員
一
の
中
小
企
業
が
吸
い
寄
せ
ら
れ

川
↑
と
し
て
働
い
て
き
た
。
「
リ
l
一
た
。
豊
か
な
税
収
で
町
の
借
金

創
一
ダ
l
シ
ッ
ブ
が
あ
る
」
と
社
畏
一
は
ゼ
ロ
。
「
企
業
用
地
が
足
り

一
が
正
社
員
に
し
て
く
れ
た
。
一
な
い
か
ら
、
山
を
削
ら
な
け
れ

一
従
業
員
は
2
1
0
人
。
高
度
一
ば
」
と
町
長
は
う
れ
し
い
悲
鳴

一
な
技
術
力
で
販
路
は
日
本
を
合
一
を
あ
げ
る
。

罰
ゴ
」
i
l
i
-
-
N
1
H
4
i

そ
れ
で
も
m
m
年
の
リ
l
マ
ン

f
yべ
A

K
危
機
時
は
こ
の
メ
ー
カ
ー
の
亮

一
F
F
W
l
'
y
i
ハ
ム
り
上
げ
も
3
割
減
っ
た
。
派
遣

↑
醇
白
川
げ
シ
手
ツ
戸
山
社
員
の
契
約
を
解
除
し
、
操
業

レ
一
昔

J
ド
ド
ナ
け
川
正
を
短
縮
し
て
乗
り
切
っ
た
。
今

智

ニ

イ

J
J
oノ
イ
点
、

J
J

は
派
遣
社
員
を
徐
々
に
正
社
員

i
一
「
十
け
「
l
kげ
υ同
ー
ー
ー
に
し
て
い
る
。
人
材
を
他
社
に

一
る
お

n
n
E
引

却

叩

一
-
b
h
l
「
l
l
l
」
l
i
l
l寸
l
l
i
」
1
l
l
l

一

τ悦
¥

紛

m

E
一
怖
/
'
臨
画
一
噛

1

一
一
初
、
、
出
労
一
日

4

H

F

¥

d

F

J

J

ヨヨErs

、

一

郎

刀

/

賃

合

一
四
セ
池
山
4
/』
低
割

司
一
一
町
U

時一 失
業
率
一
ω
%
で
も
低
賃
金

魁
ド
イ
ツ
の
雇
用
政
策

ド
イ
ツ
も
か
つ
て
は
高
失
業

率
に
直
面
し
、
「
欧
州
の
病

人
」
と
呼
ば
れ
た
。
変
化
の
き

っ
か
け
は

ω年
、
当
時
の
シ
ュ

レ
ー
ダ
ー
政
権
が
打
ち
出
し
た

構
造
改
革
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
2
0

1
0
」
だ
っ
た
。
失
業
者
の
保

奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
一
連
邦
雇
用
庁
の
現
地
事
務
所

だ
。
で
も
一
部
は
今
後
も
派
遣
一
が
管
轄
す
る
人
口
総
万
の
地
域

社
員
で
ま
か
な
う
。
「
い
つ
逆
一
で
昨
年
、
2
万
4
7
1
0
人
が

風
が
吹
く
か
わ
か
ら
な
い
か
一
失
業
し
、
2
万
4
5
7
4
人
が

ら
」
と
社
長
は
慎
重
だ
。
一
再
雇
用
さ
れ
た
。
「
失
業
が
な

ア
イ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
ト
か
ら
約
一
い
わ
け
で
は
な
い
。
失
業
と
再

m
J離
れ
た
都
市
イ
ン
ゴ
ル
シ
一
雇
用
の
回
転
が
速
い
の
で
す
」

ユ
タ
ッ
ト
の
失
業
率
も
2
・
2
一
と
ツ
ェ
ル
ナ
l
所
長
は
話
す
。

%

と

低

い

。

一

新

規

求

人

の

4

割

が

派

遣

会

社

護
策
に
メ
ス
を
入
れ
、
早
期
の

再
就
職
を
促
し
た
。
尉
政
赤
字

を
減
ら
す
ね
ら
い
も
あ
っ
た
。

最
低
限
の
生
活
を
保
障
す
る

た
め
に
現
金
を
給
付
し
、
職
業

訓
練
を
ほ
ど
こ
す
一
方
、
紹
介

し
た
仕
事
を
拒
否
す
る
と
減
額

し
た
。
派
遣
労
働
の
適
用
を
広

げ
、
税
と
社
会
保
険
の
支
払
い

や
業
務
請
負
会
社
だ
と
い
う
。

フ
ル
タ
イ
ム
で
勤
務
し
て

も
、
平
均
月
収
の
3
分
の
2
の

1
8
9
0
m
I
(
約
お
万
円
)
を

下
回
る
人
が
U
%
い
る
。
「
経

済
は
栄
え
て
い
て
も
人
々
の
生

活
水
準
は
下
が
っ
て
い
る
」
と

地
元
労
組
の
幹
部
は
い
う
。

(
ア
イ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
ト
日
沢
村
亙
)

派遣スタッフから正社員になったマル
ティン・レッチャーさん(右)=ドイ
ツ・アイヒシュテット、沢村亙撮影

増
え
る
ワ
ー
キ
ン
グ
。
フ
ア

3似 0506 07 08 09 1 0 

ド
イ
ツ
西
部
の
町
ノ
イ
ス
の

病
院
。
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ク

ル
l
ク
さ
ん
(
臼
)
は
食
事
を
運

ん
だ
り
、
職
員
や
患
者
に
頼
ま

れ
た
買
い
物
を
し
た
り
す
る
仕

事
に
就
い
て
い
る
。

週
8
時
間
働
い
て
月
給
は
3

4
3
m
1
(約
4
万
5
千
円
〉
だ
。

失
業
手
当
E
は
日
本
の
生
活

保
護
に
近
く
、
収
入
が
基
準
に

届
か
な
い
働
き
手
に
も
差
額
分

を
支
給
す
る
。
働
か
な
く
て
お

も
ら
え
る
が
、
紹
介
さ
れ
た
住

事
を
受
け
な
い
と
給
付
額
が
減

ら
さ
れ
る
。
ク
ル
l
ク
さ
ん
の

よ
う
に
「
生
計
の
一
部
で
も
自

力
で
稼
ぎ
た
い
」
と
考
え
る
人

も
多
い
。

こ
う
し
て
住
事
を
持
ち
な
が

ら
生
活
保
護
を
上
乗
せ
し
て
も

ら
っ
て
い
る
人
が
ド
イ
ツ
に
1

i

}午
f
h

、、b
。，E
E陸
宮
寧

が
免
除
さ
れ
る
月
収
4
0
0咋

(
現
在
は
4
5
0
D
1
)
以
下
の

雇
用
「
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
」
を
導

入
。
フ
ル
タ
イ
ム
が
難
し
い
人

向
け
と
さ
れ
た
が
、
多
く
の
正

規
雇
用
が
取
っ
て
代
わ
ら
れ

た
。
改
革
で
失
業
率
は
下
が
っ

た
も
の
の
、
低
賃
金
の
労
働
者

が
増
え
た
と
の
批
判
か
あ
る
。

は
、
働
い
て
い
て
も
貧
困
か
ら

抜
げ
出
せ
な
い
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
の
存
在
は
み
え
に
く
い
。

人
件
費
を
下
げ
る
社
会
の
風

潮
は
、
ド
イ
ツ
の
モ
ノ
づ
く
り

を
支
え
て
き
た
独
自
の
制
度
に

も
影
を
落
と
す
。

オ
レ
l
シ
ア
・
エ
ル
テ
ル
さ

ん
(
但
)
は
、
歯
和
助
手
を
目
指

し
、
職
業
学
校
で
学
び
つ
つ
歯

耕
医
院
で
週

ω時
間
の
「
実

習
」
を
し
て
い
る
。
学
校
の
授

業
と
職
業
訓
練
を
並
行
さ
せ
る

「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
(
二
元

制
度
)
」
だ
。

し
か
し
、
実
習
先
で
は
床
や

ト
イ
レ
の
掃
除
な
ど
の
雑
用
ば

か
り
で
、
質
の
高
い
労
働
者
の

養
成
を
め
ざ
す
と
い
う
建
前
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
。

訓
練
手
当
込
み
で
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
が
、
暮
ら
し
は

厳
し
い
。
「
『
窒
習
』
な
ん
て

名
ば
か
り
。
た
だ
の
安
い
労
働

力
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
だ

け
」
(
ノ
イ
ス
日
松
井
健
)

北
京
か
ら
出
張
先
の
ワ
シ
ン
ト

愚
竺
ン
へ
U
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
終
え

d
m
…
る
と
、
入
国
審
査
の
畏
い
列
が
待

量
鴫
…
っ
て
い
た
。
外
国
人
用
の
窓
口
は

判
一
…
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
待
つ
こ
と

凋
綱
…
1
時
間
。
や
っ
と
順
番
が
き
た

陣
内
日
ら
、
前
に
い
た
中
年
の
中
国
人
女

B
謹
事
性
が
係
員
に
食
つ
で
か
か
っ
た
。

「
英
語
は
一
一
冨
も
話
せ
な
い
」

眠
障
出
量

pm睡
眠
睦
レ
ピ
ト

川ト基記者が、首脳会談などを通

じて深化する 2大超大国の複雑な
淘衡関係を読み解きます。

左手で握手しながら、右手で殴
り合う。そんな間柄にも例えられ

る米国と中因。アメリカ総局の山

。世 ニュース〉薗擦

喧旦壁間堕哩塑-"~I



一
な
技
術
力
で
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路
は
日
本
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闇ヨト
U
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れ
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割
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何

十

ド

デ

労

伺

叩

一
賃
)
一
2
0
1
0
年
、
経
横
協
力
開
発
機
構
(
O
E
C
D
)
調
べ
。
「
低
賃
金
労
働

一
低
%
一
者
」
は
原
則
と
し
て
全
フ
ル
タ
イ
ム
就
業
者
の
賃
金
の
中
央
値
の
3
分
の

一
の
(
一
2
以
下
で
働
く
人
。
ド
イ
ツ
の
数
字
は
守
三
ジ
ョ
ブ
」
を
含
ま
な
い

一
米
合
寸
↓
引
↓
川
町
川
寸
」
到
引
訂
ゴ
引
到
訂
斗
J
dゴ叶

一
日
割
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↑
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↑
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↑
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~

一
州
労
一
円
一
!
一
ツ
一
日
一
バ
一
う
一
川
一
シ
一
リ
一
ス
一
小
一
半
一

I
一
:

一
欧
金
一
心
一
圏
一
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一
ね
一
凋
一
い
一
川
一
川
二
台
一
J

一
川
一
山
一
潤
一
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一
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一
ハ
一
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一
ド
一
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一
ス
一
ポ
一
ス
一
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↑
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一
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一
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一
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一
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一
日

可

一

「

1
1
1
1
1
1
1
1
f
i
f
-
-
!
l
a
z
-
-
!
|↑
1
1
1
1
1
1
t
i
l
-
-

物一

1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
I
l
l
i
t
-
-
I
l
l
i
-
-
t
i

時
十
「
ひ
と
り
勝
ち
」
他
国
と
認
識
ズ
レ

一
欧
州
サ
ッ
カ
ー
覇
者
を
決
め
一
用
コ
ス
ト
も
下
が
っ
て
独
企

一
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
l
グ
決
一
業
の
国
際
競
争
力
は
増
し
た
。

一
勝
が
ド
イ
ツ
チ
l
ム
同
士
の
対
一
だ
が
不
安
定
な
雇
用
や
伸
び
な

一
戦
に
決
ま
っ
た
5
月
、
英
政
治
一
い
所
得
と
い
っ
た
代
慣
が
、
ド

一
誌
の
表
紙
に
「
な
ぜ
わ
れ
わ
れ
一
イ
ツ
社
会
を
さ
い
な
む
。
繁
栄

一
は
ド
イ
ツ
に
な
れ
な
い
の
か
」
一
の
果
実
を
体
感
で
き
な
い
国
民

と
嘆
く
見
出
し
が
躍
っ
た
。
一
は
「
ひ
と
り
勝
ち
」
と
言
わ
れ

何
ご
と
に
も
「
強
す
ぎ
る
ド
一
て
も
、
ど
う
も
ピ
ン
と
来
な

イ
ツ
」
へ
の
ね
た
み
と
欝
撃
が
一
い
。

欧
州
に
広
が
る
。
確
か
に
構
造
十
欧
州
内
で
は
「
ド
イ
ツ
は
大

改
革
で
失
業
率
は
下
が
り
、
雇
一
国
の
責
任
を
果
た
せ
」
と
い
う

を
あ
げ
る
。

そ
れ
で
も
侃
年
の
リ
l
マ
ン

危
機
時
は
こ
の
メ
ー
カ
ー
の
売

り
上
げ
も
3
割
減
っ
た
。
派
遣

社
員
の
契
約
を
解
除
し
、
操
業

を
短
縮
し
て
乗
り
切
っ
た
。
今

は
派
遣
社
員
を
徐
々
に
正
社
員

に
し
て
い
る
。
人
材
を
他
社
に

派遣スタ
ティン・
ツ・アィ

増
え
る
ワ
ー
キ
ン
グ
。
フ
ア

ド
イ
ツ
西
部
の
町
ノ
イ
ス
の

病
院
。
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ク

ル
l
ク
さ
ん
(
邸
)
は
食
事
を
運

ん
だ
り
、
職
員
や
患
者
に
頼
ま

れ
た
買
い
物
を
し
た
り
す
る
仕

事
に
就
い
て
い
る
。

週
8
時
間
働
い
て
月
給
は
3

4
3
m
l
(
約
4
万
5
千
円
)
だ
。

3
年
前
に
体
調
を
崩
し
て
物
流

会
社
を
退
職
。
そ
の
後
は
「
ミ

ニ
ジ
ョ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
月
給

4
0
0
m
1
(
約
5
万
2
千
円
)

以
下
の
住
事
し
か
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
家
賃
が
払
え
ず
、

「
失
業
手
当
E
」
を
申
請
し
た
。

窓
掃
除
を
す
る
女
性
。
ミ
ヱ
ジ
ョ
ブ

と
呼
ば
れ
る
非
正
規
労
働
で
働
く
人

た
ち
は
、
特
に
清
掃
や
飲
食
業
で
多

い
日
D
D
P

声
も
強
ま
る
。
周
囲
に
は
、
開

政
支
出
の
拡
大
や
金
融
の
緩
和

よ
り
、
構
造
改
革
に
こ
だ
わ
る

ド
イ
ツ
の
姿
勢
が
ス
ピ
ー
ド
感

を
欠
き
、
危
機
打
開
に
消
極
的

と
映
る
。
国
内
消
費
を
促
し
て

欧
州
経
済
の
浮
楊
に
貢
献
し
、

も
っ
と
欧
州
内
で
指
導
力
を
発

揮
で
き
な
い
の
か
と
い
ら
だ

っ
。
ド
イ
ツ
に
じ
ゅ
う
り
ん
さ

れ
た
過
去
を
持
つ
ポ
ー
ラ
ン
ド

失
業
手
当
E
は
日
本
の
生
活

保
護
に
近
く
、
収
入
が
基
準
に

届
か
な
い
働
き
手
に
も
差
額
分

を
支
給
す
る
。
働
か
な
く
て
も

も
ら
え
る
が
、
紹
介
さ
れ
た
仕

の
外
相
ま
で
「
ド
イ
ツ
の
力
よ

り
、
ド
イ
ツ
が
何
も
し
な
い
こ

と
を
恐
れ
る
」
と
訴
え
た
。

だ
が
、
こ
こ
で
も
ド
イ
ツ
と

他
の
国
々
は
す
れ
違
う
。
ナ
チ

ス
台
頭
を
許
し
た
第
1
次
大
戦

後
の
超
イ
ン
フ
レ
が
ト
ラ
ウ
マ

と
な
っ
て
染
み
つ
く
ド
イ
ツ
人

に
と
り
安
易
な
緩
和
策
は
禁
じ

手
だ
。
戦
後
は
欧
州
の
統
合
こ

そ
安
定
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
最

大
の
国
益
と
位
置
づ
け
、
周
囲

か
ら
脅
威
と
み
ら
れ
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
き
た
。

事
を
受
け
な
い
と
給
付
額
が
減

ら
さ
れ
る
。
ク
ル
l
ク
さ
ん
の

よ
う
に
「
生
計
の
一
部
で
も
自

力
で
稼
ぎ
た
い
」
と
考
え
る
人

も
多
い
。

こ
う
し
て
住
事
を
持
ち
な
が

ら
生
活
保
護
を
上
乗
せ
し
て
も

ら
っ
て
い
る
人
が
ド
イ
ツ
に
1

3
0
万
人
い
る
。
受
給
者
全
体

に
占
め
る
割
合
は
増
え
続
け
、

昨
年
、
3
割
を
超
え
た
。

「
私
が
首
相
に
な
っ
た
2
0

0
5
年
の
失
業
者
は
5
0
0
万

人
だ
っ
た
。
今
、
そ
れ
が
3
0

0
万
人
以
下
だ
」
。
メ
ル
ケ
ル

首
相
は
6
月
、
記
者
会
見
で
胸

を
張
っ
た
。
確
か
に
何
年
に
日

・
2
%
だ
っ
た
失
業
率
は
今
年

5
月
に
は
5
・
3
%
ま
で
下
が

っ
た
。
だ
が
、
そ
の
数
字
か
ら

メ
ル
ケ
ル
首
相
は
4
月
、
演

説
で
「
ド
イ
ツ
経
済
は
(
欧
州

で
)
最
大
だ
が
、
最
も
裕
福
な

国
で
は
な
い
」
と
「
ひ
と
り
勝

ち
」
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
を
図
っ

た
。
さ
ら
に
、
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

(
覇
権
)
は
別
世
界
の
話
だ
」

と
続
け
、
欧
州
の
「
代
表
」
と

し
て
振
る
舞
う
考
え
の
な
い
こ

と
を
強
調
し
た
。
欧
州
が
ド
イ

ツ
に
向
け
る
視
線
と
、
ド
イ
ツ

人
が
措
く
自
画
像
が
ま
す
ま
す

離
れ
て
い
く
。

(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
局
長
・
沢
村
亙
)

を
受
け
て
い
る
が
、
暮
ら
し
は
一

厳
し
い
。
「
『
実
習
』
な
ん
て
一

名
ば
か
り
。
た
だ
の
安
い
労
働
一

力
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
だ
一

け
」
(
ノ
イ
ス
日
松
井
健
)
一

。省日新

北
京
か
ら
出
張
先
の
ワ
シ
ン
ト

号
…
ン
へ
は
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
終
え

dm…
る
と
、
入
国
審
査
の
畏
い
列
が
待

E
I…
っ
て
い
た
。
外
国
人
用
の
窓
口
は

U
り
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
待
つ
こ
と

舗
網
…

1
時
間
。
や
っ
と
順
番
が
き
た

櫨
貯
ら
、
前
に
い
た
中
年
の
中
国
人
女

車
事
性
が
係
員
に
食
つ
で
か
か
っ
た
。

「
英
語
は
一
一
言
も
話
せ
な
い
」

係
員
が
「
誰
か
通
訳
を
し
て
」

と
頼
ん
で
も
、
み
ん
な
困
り
顔
。

や
む
な
く
、
私
が
買
っ
て
出
た
。

れ
「
息
子
に
会
い
に
来
た
。
ハ

I

ま
パ
l
ド
大
学
に
遇
っ
て
い
る
」
と

挟
中
国
語
で
ま
く
し
た
て
る
女
性
。

に

「

そ

れ

で

1
カ
月
半
の
滞
在
は
長

国
す
ぎ
る
、
と
伝
え
ろ
」
。
高
飛
車

大
な
審
査
官
に
も
、
女
性
は
ひ
る
ま

留
ず
「
あ
と
弟
も
住
ん
で
い
る
」
。

審
査
官
は
ま
ず
ま
ず
不
審
が
る
。

互
い
に
譲
ら
な
い
米
中
関
係
の

よ
う
だ
:
:
:
。
な
ん
て
思
っ
て
い

た
ら
、
と
ば
っ
ち
り
が
。
女
性
が

「
あ
ん
た
の
中
国
語
が
下
手
で
伝

わ
ら
な
い
」
と
愚
痴
り
出
し
た
の

だ
。
審
査
官
は
「
俺
に
黙
っ
て
2

人
で
話
す
な
」
と
言
う
。
こ
れ
が

超
大
国
に
挟
ま
れ
る
苦
労
か
。

何
と
か
切
り
披
け
、
私
の
番

に
。
「
日
本
人
だ
っ
た
の
か
」
。

日
本
の
旅
券
を
見
た
審
査
官
に
は

感
謝
さ
れ
た
が
、
女
性
は
他
の
中

国
人
に
「
あ
の
人
、
日
本
人
で
言

葉
が
さ
あ
:
:
:
」
。
こ
れ
も
「
縮

図
」
の
よ
う
だ
つ
た
。

(
斎
藤
徳
彦
)

@ワシントン


